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本学における学生の体育実測覆修種 目の実態と要望に関する調査結果について

東京大学では体育実技は一般教養課程の必修科

目として, 2年間, 4学期にわたり受講しなけれ

ばならない科目となっている。現在 本学の体育

実技ではソフトボール,サ ッカー,ハ ンドボール
,

バスケットボール,バ レーホール,テ ニス,バ ド

ミントン,卓球,合気道, トレーニング, トレー

ニングA(有酸素運動を■14と したもの )の 11種

目と,疾病,障害等を有する学生のための特別体育

が用意されており,その中から各時間の履修学生

数と担当教官との組み合わせで,毎時間 5か ら9

種目が開講されている。

体育実技の受講に際 しては, 4学期間で 4種目

を選択することを原則としている。施設や用具な

どの関係で各種日で受け入れが可能な人数には制

限があり,必ずしも全員が 4学期間とも希望する

種目を受講できない場合がある。しかしながら,

必修科日である以上は希望しない種目でも受講し

なければならない。特に体育実技ではやる気のな

いままに受講することは身体活動の意欲が減退し,

事故を引起こす可能性も高まってくると考えられ

る。こうしたことから,学生の希望を十分に考慮

した開設種目の設定力浬 まれるところである。

本調査は,すでに 2年間にわたり体育実技を受

講した本学学生を対象として,学生の履修の実態

と,開設 していない種目も含めて履修の希望を調

査し,よ り学生の希望の実態に合った体育実技を

設計するにあたっての基礎資料を得ることを目的

として行なわれたものである。

方法

体育実技の履修に関する調査は, 2年生を対象

に昭和63年度 4学期末の体カテス ト期間中に実施

された。文系と響系および男子と女子とで回答者

の全学生数に対する偏りがないように調査を実施

する授業時間を選んだ。

調査は,Hlページに示した形式の回答用紙を用

tヽζ 集計に
`ま

マークカードリーダー (SEKONIC
SR-701)を使用した。 集計作業はノヾ―ソナルコ

ンピュータ(PC-9801 XL;日 本電気 )を使用し

た。

調査項目は1性別,2科類,3進学内定学部,

4実開 こ4学期にわたって履修した種目 (学期 ご

とに回答),5現行種日の中で 履修を希望する種

目および希望しない種目 (4種 目まで), 6大学

の体育実技にあればよいと思うキャンパス内で定

期的に行なえる種目 (4種 目まで), 7シーズン

スポーツ導入の是非,8開 設を希望するシーズン

スポーツの種目, 9 6,8にあげた種目も含めて

履修を希望する種目と希望 しない種目(各 4種 目

まで ),お よび履修希望種目が季節により異なる

か,104学期4種目選択の原則について, 11そ

の他体育実技への要望であった。

回答は Hを除きすべて該当する箇所に鉛筆で

マークする方式をとった。

結果

本調査での回答者は総計 1474名,う ち男子が

1284名 (871%),女子が 190名 (129%)で
あった。これは2年生総数 3635名に対して,全体

で406%,男子 392%,女子は529%で あり,

女子の割合がやや高かった。

科類および進学予定の学部別の回答者数を示し

たものが表 1である。科類別にみるともっとも多

表 1 回答者の科類別進学内定学部別人数

科類別

計

文    1
文    2
文    3
理    1
理    2
理    3

全 体

n  %
1474 10000

212 1438
1“  1133
2“  1852
39 2659
3∞  2503
61 414

男 子

n   %
128411X100

192 1495
158 1231
205 1597
364 235
306 2383
59  460

女 子

n   %
190 10000
20  1053
9   474
68  3579
28  1474
63  3316
2   105

学部別

法  学  部

経 済 学 部

文  学  部

教 育 学 部

工 学  部

理  学  部

晨  学  部

薬  学  部

医  学  部

教養学部教養

教養学部基礎

2∞  1377
lЮ  1018
2“  1377
53  360

21X1 1357

19 1337
213 1445
∞  339
%  645
61  414
49  332

184 1433
144 1122
158 1231
38  296
186 1449
173 1347
192 1495
42  327
82  639
41  319
44  343

19  1000
6  316
45  2368
15   789

14   737
24  1263
21  1105
8  421
13   684
20  1053
5   263
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か ったのが理科 I類 (266%),次 いで理 1

(25 0%) , 文 I (18 5%), 文 1 (144%) ,

文 1(H3%),理 日 (41%)であ った。各科

類の総数に対する比率でみると文 1が 298%,文
1が 38 2%, 文1カ 5`5 0%, 理里l が 29 8%,理里

1が 642%,理 |が 616%であ った。科類別に

は比率にばらつきがあった力ヽ 文科,理科別に大

別すると,文科が396%,理科が413%ではぼ

同様の比率であった。

履修した種目別に履修者数をみたものが表 2で

ある。上段は 1学期から4学期までの履修者の延

べ人数で,下段は履修者実数である。この差は同

表 2 種目別の履習者数

期 までの延ベ

男 子

n   %
1284 10000

672 5234
676 5257
260 2025
274 2134
647 5039
627 4883
540 4206
526 4097
110  857
572 4455
200 1558
28  218
5  039

種 目別履修者数

琉子,友末

は全体ではテニス (799名,全回答者の 542%),
男子ではサ ッカー (675名 , 男子の全回答者数の

526%),女子ではテニス (172名,女子の回答者

数の 905%)で あった。種目別の履修者数でみ

ると全体ではテニス (7119名,481%),つ いで

バレーボール (621名, 42.1%),バ ドミントン

(611名, 415%)であった。男子ではもっとも

多いのがテニス (570名,男子回答者数の444
%),つ いでソフトボール (565名 , 440%),
バ レーボール(5“名,419%)で あった。女子

ではテニス (139名,732%),バ ドミントン

(125名, 658%),卓球 (115名,605%で ,

ラケットスポーッがいずれも60%以上であった。

合気道の履修者 (130名, 88%)が少ないの

はこの種目の開講時間数が各学年 2～ 3コ マであ

ったためである。

同一人が同一種目を履修 した回数を種目別,回
数月1の人数でみたものが表 3である。この表では

男女をあわせた人数を示した。回数ごとに示され

ている比率はその種目の履修者数に対する比率で

ある。 2回以上の履修者はもっとも高い比率 を示

したのがサッカー(2回 ;206%, 3回 ;51%
4回 ;06%),次 いでトレーニング(2回 ;19
5%, 3回 ;20%, 4回 ;02%)であった。

現在開講中の種目で履修を希望する種日と, し
ない種目についてみたものが表 4である。希望す

る種目についてみると最も多いのが全体ではテニ

ス (538%),ついでソフトボール (514%),
サッカー (408%)であった。 男子ではソフト

ボール (551%),つ いでテニス (505%),
サッカー (463%),女 子ではテニス (763%),
バ ドミントン (590%),卓 球 (484%)の順

であった。女子では履修種目と同様 ラケットス

ポーツを希望する学生の多いことが示された。

実際に履修した種目が履修を希望する種日であ

ったのか,あるいは希望 しない種目であったのか

をみたものが表 5である。希望と一致した種目で

はもっとも多いのがソフトボール (履修者数の

785%),つ いでテニス (736%),サ ッカー

(673%)で あった。希望 しない種目ではもっ

とも多いのが トレーニング (154%),ついでハ

ンドボール (148%),ト レーニングA(147

合  計

ソフ トボー ル

ナ ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

バスクフトボール

ハ ンーポ ー ル

テ  ニ  ス

卓     球
バ ドミン ト ン

合   気  道

トレーニ ン グ

トレーニングA
特 別 体 育

無  回  答

ソフ トボ ー ル

ナ ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

バスタントIIN~ル

ハ レーボ ー ル

テ  ニ  ス

卓     球
′くドミン ト ン

合  気  道

トレーニ ン グ

トレーニングA
特 別 体 育

無  回  答

1か ら 4学

合 計

n   %
1474 10000

698 4735
676 4586
273 1852
286 1940
744 5047
799 5421
679 4607
657 4457
136  923
636 4315
273 1852
29   197

10  068

人数 )

女 子

n   笏

19010000
26 1368
1  053

13  684
12  632
97 5105
172 9053
139 7316
131 6895
26 1368
64 3368
73 3842
1  053
5  263

５９０

５‐０

２３７

２４９

６２‐

７０９

５９３

６‐‐

１３０

５‐３

２３２

‐８

６

4003
3460
1608
1689
4213
4810
4023
4145
882
3480
1574
122
041

565 4400
509 3964
226  1760

240 1869
538 4190
570 4439
478 3723
486 3785
108  841
455 3544
170  1324

17  132
4 031

25 1316
1  053

11  579
9 474

83 4368
139 7316
115 6053
125 6579
22 11 58

58 3053
62 3263
1  053

2  105

一人が同一種目を複数回履修した学生の多さを表

している。履修者の延べ人数でもっとも多い種目
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%)であった。ここで注目すべきことは 2回以上

履修した人数ではトレーニングの割合が多いにも

かかわらず,履修を希望 しない割合がもっとも多

い種日もトレーニングであったことである。

男子では卓球,ハ ンドポールを除 くボールゲー

ムで,女子ではラケットスポーッで,いずれもは

融60%以上の学生が希望と一致 した選択を行なっ

ており,逆に希望 しない種目を履修した学生の割

合は,女子の特別な種目を除けば,いずれも16%
以下であった。

現在は行なわれないが新 しく開設を希望する種

目についてみたものが表 6である。もっとも多い

のは全体ではゴルフ (543%)であり,つ いで水

泳 (530%), ラグビー (314%)であった。

表 3 同一種目を履修した回数別,種目別人数

重 複 回 数

ソ フ トボ ー ル

サ ッ カ ー

ハ ン ドボ ール

バスケットボール

ハ レ ー ボ ー ル

テ  ニ  ス

卓     球
バ ドミント ン

合  気  道
トレーニ ング

トレーニングA
特 別 体 育

無  回  答

履修数

n %
590  100

510  100

237  100

249   100

621  100
709  100

593  100

6■  llXl

l∞  ll10

513  100

82 11Xl
18  100
6  100

1回
n  %

486 8237
376  7373

204 8608
215  8635
514  8277

622  8773

514 8668
565  9247

124  9538

402  7836

199 8578
9  5000

3  5000

2 回

n  %
100 1695

105 2059

30 1266
31 1245
93 1498
841185
72 1214
46  753
6  462

100 1949
25 1078
7 3889
2 3333

3 回

n  %
4  068
26   510

3  127
3   120

12  193
3   042

7  118
0   000

0   000

10   195

8   345
2 1111
1  1667

4

n

0

3

0

0

2

0

0

0

0

1

0

0

0

回
％
剛
囲
剛
剛
虚
圃
剛
剛
剛
囲
剛
剛
剛

(653%)ついでゴルフ (590%)で あった。

男女ともゴルフ,水泳の希望者が半数を越えてい

ることが明らかになった。

現在は行なっていないシーズンスボーツについ

ての開設の要望をみた結果が表 7である。表の上

段が導入の是非についてであり,下段が是とする

場合開設を希望する種目について示したものであ

る。シーズンスポーッの導入を希望する回答者数

は全体の853%であり,否定者数は13%であった。

希望種目についてみるとスキー(670%),ス ケー

ト(408%),水泳(383%)で あった。

現行種目に加えて,キ ャンパス内の新しい種目

およびシーズンスポーツのすべての種目から,履

修を希望する種目としない種目をそれぞれ 4種目

まであげさせた回答について分析 したものが表8

である。希望する種目では全体ではスキーの388

%が最も多く,つ いでテニス (331%),ソ フト

ボール (292%), ゴルフ (251%),水 泳

(屋内 )(244%)の 順であった。男子ではス

キー ソフトボール, テニス, ゴルフ,サ ッカー

の順であり,女子ではテニス,ス キー,ス ケート,

水ス バ ドミントンの順となって,スキー,ゴル

フ,水泳 (屋内 )な どの新種 目の開設希望の多い

ことが明らかとなった。希望しない種目は最も多

いのが合気道 (25%), ついで トレーニングA,

柔道, トレーニングの順であった。女子ではサッ

カー (40%),つ いでラグビー(311%),ハ ン

ドボール (305%)で あり,バ ドミントンを希望

しない女子学生は一人もいなかった。

4学期 4種 目選択するという原則についての否

定的な人数は全体の 121%であった (表 9)。

このことは9割 ほどの学生は, 4学期の間に異な
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表 4 現行種 目の中で履習を希望する種 目と希望 しない種目

履修希望種 日

合   計

ソ フ トボ ー ル

サ  ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

バスケットボール

ンヽ レ ー ボ ール

テ  ニ  ス

卓    球
バ ドミン トン

合  気  道

トレーニ ン グ

トレーニングA
特 男J体 育

女

ｎ

∞

４９

８

‐６

慇

７９

４５

９２

‐２

“

”

”

１

６２

２０

０２

６９

∞

９

‐５

５

３６

６‐

慇

慇

女

ｎ

７６

‐８

３３

２４

‐２

‐６

譴

‐９

男

ｎ
２０９
翻
３０３
晰
観
響
‐９０
‐５５

ビ
競

ル
グ

上

の

野

剣

柔

水

ゴ

ラ
陸

そ

履修希望 しない種目

合    計

n    %
1474    10000
757     5136

602  4084
246     1669
513     3480

580     3935
793     5380

447     3033

544  3691
290     1967
210     1425

106    719
18      122

225      1526

374     2537

545     3697

356    2415
230     1560

120     814
284     1927

117      794

555     3765
510     3460

572     3881
528    3FD 82

男    子

n    %
1284    11X100

738     5514

594     4626

"0     1791465     3622

501     3902
648     ∞ 47

355     2765

432  3364
222      1729

187     1456

77      600

17      132

163     1269

254     1978

443     3450
287     2235

194    1511
lH   8 64
269     2095

112     872
519     4042

449     3497

524     4081
485      3777

子

%
1628
3357
2360
51 17

53  58

3481
1480

1207

子

%
10000

2579
421
842
2526
41“
7632
4842
5895

3579
1211

1526

053

3263
6316
5368
3632

1895

474
789
263

1895
3211

2526
2263

ソ フ トボ ー ル

サ ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

バスケットボール

バ レー ボ ール

テ  ニ  ス

卓     球
バ ドミン ト ン

合  気  道

トレー エ ング

トレーニ ングA
特 別 体 育

球

道

道

泳

フ

技

他

表 6 現行種目以外で開設を希望する種目

合

n

285

449

336

781

800

463

224

174

計

%
1934

3346
2280
5299

5427

3141

1520

1180

子

%
4000
947
1737
65 26

5895
842
1789
1000
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表 5 実際の履習種 日での希望,非希望の割合

履修種目での履修希望

ソ フ トボ ー ル

サ  ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

ノス ケットボーフレ

バ レー ボ ー ル

テ  ニ  ス

卓     球
バ ドミン トン

合  気  道

トレーニ ン グ

トレーニングA
特 =J 体 育

者

履 修 者

590    11Xl

510   100
237 11Xl
249 1∞
621   100

709 11Xl
593 11Xl
6■  llXl

l∞  1∞
513   11Xl

232   11Xl

18   1∞

合   計

463   7847
343   6725
81   34 18

152   61 04

369 ● 42

522   7362

307   51 77

344   5630

66   50 77

145   2827

65   2802
1    5 56

非 希 望 者

10    1 69

31    608
35   1477
10    402

22    354
15    2 12

35    590
14   229
9    692
79   1540

34   1466
4   2222

女   子

18    7200
0   01111
3    2727
5    5556
54    6506
112  8058
74     6435

88    7040
13    5009
12    "69
18    2903
0      0 00

女   子

3      1 20

1 llXl llll

2     18 18

0   0 KXl
5     602
3  216
1      087

2   160
3   1364
9     15 52

9    1452
1    10000

男

445

343

78

147

315

410

閣

256

53

133

47

1

男

7

30

33

10

17

12

34

12

6

70

25

3

子

7886
67 39

3451
6125
5855
71 93

4874
5267

49 07

2923
27 65

588

子

1 24

589
1460

4 17

3 16

211
711
247
556
1538

1471
1765

履修種目での履修非希望者

ソ フ トボ ー ル

サ ッ カ ー

ハ ン ドボ ー ル

バスケットボール

バ レー ボ ー ル

った種目を履修するという原則を支持しているこ

とを示している。

季節 (春・夏学期と秋・冬学期 )により希望種

目が異なるかどう力Чこついての回答では, 1116

名 (757%)が異ならないと答えた (表 9)。 この

ことは,体育実技の種目の選択に関して季節を条

件に入れている学生は全体の約 1/4程度であるこ

とを示すものである。

まとめ

体育実技の履修に関する実態と要望の調査を,

2年生の 4学期終了時期に履修学生の約40%に あ

たる 1474名 (男子 1284名,女子 190名 )を対象

表7 シーズンスポーツ導入の是非と開設希望種目

シーズンスポーツ導入是非

ス
球

ン
道

グ

Ａ

育

二
　

】

気

レ・ニ ン

レ・ニング

時

テ
卓

バ
合

ト

ト

特

者
硼
畑
ｍ
ｍ
朋
硼
ｍ
ｍ
ｍ
則
則
皿

畔
抑
５‐０
獅
閣
６２‐
知
５９３
６‐‐
蜘
５‐３
．盤

‐８

劇亀蠣
シーズンスポーツ希望種目

男   子

10818419
1801402
23  1 79

子

9263
632
1 05

6316
6053
41 58

3 16

女

１７６

‐２

２

９６
＆
２６
“

“
の
“

４

鰤
６０２
幽
∞

一
卜

泳

他

キ

一
　
　
の

ス

ス
水

そ

86767 52
4873793
4853777
63 491



履修希望種 目

ル
　
一

一ボ

ヵツ

フツ

サ

ハ ン ド ボ ー ル
バ ス ケ ッ トボ ール
バ レ ー ボ ー ル

ス
球

ン
道

グ

Ａ

育

道

球

道

レ＞

フ

ト

　

ン
グ
　
　
　
　
　
　
一

二　）気一一̈
　　̈
ル

ド

　

レ
レ
　
　
　
　
　
泳̈

テ
卓

バ
合

ト
ト
特

剣
野
柔
水

ゴ

一
技

他

一

ビ
曇勁

の

キ

グ

上
ラ
陸

そ

ス7r-t

^w(>-^>)Zo\@}Y-/>z;F-'v

希望 しない種 目
ソ フ ト ボ ー ル

サ  ッ  カ  ー
ハ ン ド ボ ー ル
バ スケ ッ トボ ー ル
バ レ ー ボ ー ル

7)r-1.
7Ki7'l-('>-^:/ )
<DlfuD'>-A )/z,]f--',

ス
球

ン
道
グ

Ａ
育
道
球
道
＞

フ

一一
　

　

気

．

ニ ン グ
体

　
　
　

内プ． ノレ
ル

ミ
ヽ
　

一　
・
別
　
　
　
屋

ド
　　レ
レ　　　　　　
一な

テ
卓
バ
合

ト
ト
特
剣
野
柔
水
ゴ

一
技
他

一

ビ
最賜

の
キ

グ
上

ラ
陸

そ

ス

合   計
431    29 24
306    20 76
87     5 90
265    17 98
283    19 20
488    33 11
213    14 45
289    19 61
143     9 70
80     5 43
47     3 19
9     0 61

111     7 53
236    16 01
131     8 89
360    24 42
370    25 10
202    13 70
74     5 02
15     1 02

573    38 87
279    18 93
183    12 42
17     1 15

123

213

251

196

121

57

162

55

364
328
350

301

299

129

339

156

76

194

256

15

59

54

112

16

8 34
14 45

17 03

13 30

821
3 87

10 99

3 73

24 69

22 25
23 74

20 42
20 28
8 75
23 00

10 58

5 16

13 16

17 37

1 02

4 00

3 66

7 60

1 09

浅見,松尾,琉子,友末

表 8 現行種 目,新種 目を含めての履習希望,非希望種 目

男

408

304

84

250

244

392

168

223

105

73

36

7

89
234

120

290

317

200

62

13

495

206

155

17

子
31 78

23 68

6M
19 47

19 00

30 53

13 08

17 37

8 18
5 69

280
0 55

6 93

18 22

9 35

22 59

24 69

15%
483
101

38 55

16 04

12 07

1 32

6 93
10 67

15 03

12 54

8 26
4 05
11 68

4 28
26 95

22 59

24 84

21 50

21 88

7 09

22 51

10 44

4 98

1051
16 43

117
3 97

3 97

7 32

117

８９
３７
９３
６‐
０６
５２
５０
５５
４６
９０
１９
７６
四
９‐
２８９
‐３４
６４
‐３５
２‐‐
‐５
５‐
５‐
％
１５

女   子
23     12 11
2      1 05
3      1 58
15       7 89

39     20 53
96     50 53
45     23 68
66     34 74
38     20 00
7      3 68

11       5 79

2      1 05
22     11 58
2      1 05
11       5 79

70     36 84
53     27 89
2      1 05

12      6 32
2      1 05

78     41 05
73     38 42

28     14 74
0      0 00

34      17 89

76     40 00
58     30 53
35     18 42
15      7 89
5      2 63

12      6 32
0      0 00
18     947
38     20 00
31     16 32
25     13 16
18      9 47
38     20 00
50     26 32
22     11 58

12      6 32
59     31 05
45     23 68

0      0 00
8      4 21
3      1 58
18      9 47
1       0 53
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に実施し,その集計結果から以下のことが明らか  特に女子ではラケットを用いるスポーツの履修を

になった。                   希望するものが多い傾向にあった。

1 現行種目の中では,男子ではソフトボール,   4 シーズンスポーッの導入を希望するものが

テニス,サ ッカーが,女子ではテニス,バ ドミン  多く,特にスキーの希望者は全回答者数の 67%
トン,卓球が履修を希望する学生も実際に履修 し  であつた。

た学生も多い種目であった。            5 シーズンスポーッ以外で新 しく開設を希望

2 希望と一致した種日の選択をしている学生  する種目は全体ではゴルフ (543%),男子では

が過半数であり,希望しない種目を履修 しなけれ  ゴルフ (535%),女 子では水泳 (653%)が
ばならなかった学生は, もっとも多い種目でも15 最も多かった。男女ともに50%以上のものがゴル

%で,全体としては少数であった。        フ,水泳の体育実技での実施を望んでいることが

3 履修を希望する種目には男女差がみられ   明らかになった。

表 9 4学期 4種 目選択の原員1の是非と季節 (学期 )による履修希望種目の違いの有無

4学期 4種 目制について

合 計

400   27 14

564   38 26

259   17 57

90  611
88    5 97

73    4 95

季節による履修希望種目の違い

190   12 89

1116   75 71

168   11 40

注 対象となった学生の一年次にあたる昭和62年

には,体 育館改築工事にともない卓球が狭いプ

レハブ内で行われたため.卓球の履修学生数を

体育館完成後の63年度に比べて約 2/3に 制限 し

なければならなかったという状況があった。

したがって卓球の履修学生数にはこの状況を

考慮に入れる必要があるが,こ のことによる他

種 目への影響は複数種 ロヘ分散 されるため,ほ

とんど考えなくてよいと思われる。

定

定

も

定

定

答

赫

崚

凝

　

回

肯

ま

ど

ま

否

無

男 子

356     27 73

462     35 98

235     18 30

80      6 23

84   654
67      5 22

159     12 38

978     76 17

147     11 45

女 子

44     23 16

102     53 68

24     12 63

10     526
4  211
6   316

31     16 32

138     72 63

21     11 05

る

い
答回

あ

な

無


